
５
万
人
連
合

徳
島

実
現
に
向
け

５
万
人
連
合

徳
島

実
現
に
向
け

５
万
人
連
合

徳
島

実
現
に
向
け

地方委員会には、22構成組織65人が参加し
方針を豊富化

労働者保護ルール改悪阻止を訴える河村会長

新任あいさつを行う鎌谷さん（電力総連）

新
役
員
２
人
を
選
出

統
一
地
方
選
推
薦
決
定
も

４
人
が
討
論
参
加

後
期
主
要
課
題
を
方
針
化

質  疑 　

連
合
徳
島
は
７
月
４
日
、徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
２
０
１
４
年
度

連
合
徳
島
地
方
委
員
会
を
開
き
、執
行
部
・
地
方
委
員
な
ど
22
構
成
組
織
65
人

が
参
加
。２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、後
期

主
要
課
題
の
取
り
組
み
方
針
、来
春
の
統
一
地
方
選
挙
予
定
候
補
者
第
１
次

推
薦
な
ど
を
決
定
し
た
。

　

２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
は
、デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、月
例

給
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
る
闘
い
を
進
め
て
き
た
。こ
れ
ま
で
の
交
渉
に

よ
り
、「
す
べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
」・「
暮
ら
し
の
底
上
げ
・
底
支

え
」・「
格
差
是
正
」を
基
本
と
す
る
要
求
を
掲
げ
、各
構
成
組
織
が
総
力
で

闘
い
を
進
め
た
結
果
、６
月
末
の
状
況
で
は
一
部
に
昨
年
を
下
回
る
状
況

が
あ
り
な
が
ら
も
平
均
と
し
て
は
昨
年
を
上
回
る
水
準
を
確
保
し
た
。残

さ
れ
て
い
る
地
場
・
中
小
の
未
解
決
組
合
の
妥
結
を
促
進
し
、て
い
ね
い
な

議
論
を
重
ね
、来
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
日
、連
合
徳
島
は
、以
上
の
よ
う
な
２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
の
中

間
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、当
面
す
る
２
０
１
４
年
度
後
期
の
主
要
課

題
に
つ
い
て
方
針
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

第
一
に
組
織
拡
大
と
強
化
の
取
り
組
み
で
あ
る
。連
合
は
、２
０
２
０
年

ま
で
に
、組
織
の
総
力
を
挙
げ
１
０
０
０
万
連
合
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と

と
し
、各
構
成
組
織
と
地
方
連
合
会
に
お
い
て
組
織
拡
大
目
標
を
設
定
し

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。連
合
徳
島
も
各
構
成
組
織
の
組
織
拡
大
方
針

を
軸
に
、県
下
の
働
く
仲
間
の
組
織
化
を
進
め
、５
万
人
連
合
徳
島
を
め

ざ
し
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、改
め
て
各
組
織
に
お
け
る
こ
の
間
の
活
動

を
て
い
ね
い
に
総
括
し
、具
体
的
な
組
織
化
・
組
織
拡
大
行
動
を
日
常
的
に

構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。労
働
運
動
の
停
滞
が
叫
ば
れ
る
中
、労
働
運
動

の
原
点
で
あ
る「
組
織
化
・
組
織
拡
大
」を
推
し
進
め
、労
働
運
動
の
活
性

化
を
は
か
る
と
と
も
に
、組
織
拡
大
に
よ
っ
て
連
合
の
社
会
的
役
割
を
さ

ら
に
強
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
に
、政
策
・
制
度
実
現
の
取
り
組
み
で
あ
る
。私
た
ち
が
求
め
る

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』の
実
現
と
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
・
再
生
に
向
け
、政
策
実
現
を
強
く
求
め
て
い
く
。と
り
わ
け
安
倍
政

権
が
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
規
制
緩
和
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
は
断
固
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、強
引
に
推
し
進
め
て
き
た
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、多
く
の
国
民

の
反
対
の
声
を
無
視
し
て
国
会
で
の
議
論
を
経
る
こ
と
な
く「
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
」を
閣
議
決
定
に
よ
る
容
認
を
先
行
さ
せ
、関
係
法
令
改
正

か
ら
９
条
改
憲
へ
と
繋
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で

行
わ
れ
る
来
春
の
統
一
地
方
選
挙
は
国
政
に
直
結
す
る
選
挙
で
は
な
い
が

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。自
公
政
権
の
暴
走
に
歯
止
め
を

か
け
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」の
実
現
へ
と
結
び
付
け
る
た

め
に
も
推
薦
・
支
持
候
補
者
全
員
の
当
選
を
め
ざ
す
体
制
を
構
築
す
る
。

　

連
合
徳
島
は
、こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、全
構
成
組
織
・
地
協
に
お
け

る
議
論
を
活
発
化
さ
せ
、具
体
的
な
行
動
の
も
と
、よ
り
力
強
く
運
動
を

前
進
さ
せ
る
。

２
０
１
４
年
度
連
合
徳
島
地
方
委
員
会
ア
ピ
ー
ル（
抜
粋
）

８月７日（木）～１０日（日）
・平和行動in長崎（長崎他）
８月８日（金）
・ドム事件第10回公判（徳島地方裁判所）
８月２２日（金）
・第25期部落解放人権講座（県職員会館）
８月２３日（土）
・ボランティアサポートチーム養成講座（労働福祉会館）

◎

◎

◎

◎

　

地
方
委
員
会
は
議
長
に
井
口

地
方
委
員
（
自
治
労
）
を
選
出

し
進
め
ら
れ
、
冒
頭
、
河
村
会

長
は
政
府
が
推
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル

の
改
悪
に
つ
い
て
、「
過
労
死

は
年
間
１
０
０
人
を
越
え
て
い

る
。
今
、
政
府
が
取
り
組
む
べ

き
こ
と
は
、
労
働
者
の
働
き
過

ぎ
を
防
止
し
、
残
業
代
も
払
わ

ず
過
酷
な
長
時
間
労
働
を
強
い

る
違
法
な
企
業
を
一
掃
す
る
た

め
、
労
働
基
準
監
督
体
制
の
抜

本
的
強
化
な
ど
違
法
行
為
取
締

り
に
向
け
た
具
体
的
施
作
を
実

行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
政
府
は

『
残
業
代
ゼ
ロ
』
で
は
な
く
『
過

労
死
ゼ
ロ
』『
災
害
ゼ
ロ
』
の

実
現
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
組
織
拡
大
に
つ

い
て
は
、「
私
た
ち
の
運
動
を

よ
り
進
化
さ
せ
、
社
会
的
な
役

割
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
共

に
運
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
合
徳

島
は
、５
万
人
組
織
化
に
向
け
、

　

地
方
委
員
会
で
は
、
第
４
号

議
案
・
役
員
補
充（
２
人
交
代
）

が
行
わ
れ
、
島
副
会
長
（
電
力

総
連
）
が
退
任
し
、
後
任
に
鎌

谷
浩
司
さ
ん
（
電
力
総
連
）
が

新
副
会
長
に
、
吉
田
執
行
委
員

（
全
国
一
般
）
退
任
に
伴
い
、

新
執
行
委
員
に
原
田
俊
彦
さ
ん

（
全
国
一
般
）が
選
出
さ
れ
た
。

  

ま
た
、
第
３
号
議
案
・
来
春

の
統
一
地
方
選
予
定
候
補
者
第

１
次
推
薦
も
行
わ
れ
、
県
議
選

に
庄
野
昌
彦
さ
ん（
自
治
労
）、

臼
木
春
夫
さ
ん（
私
鉄
総
連
）、

徳
島
市
議
選
に
武
知
浩
之
さ
ん

（
電
力
総
連
）、
加
村
祐
志
さ
ん

組
織
拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会

を
中
心
に
対
応
策
を
検
討
し
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
」
と
し

た
。
政
治
闘
争
に
つ
い
て
は
、

「
来
春
の
統
一
地
方
選
は
、
労

働
者
の
立
場
に
立
っ
た
地
域
の

政
治
勢
力
拡
大
を
は
か
る
重
要

な
闘
い
」
と
述
べ
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
森
本
事
務

局
長
よ
り
一
般
経
過
報
告
、
竹

谷
財
政
局
長
か
ら
上
半
期
会
計

報
告
、
後
藤
会
計
監
査
よ
り
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
月
例
賃
金
引
き

上
げ
、
全
て
の
労
働
者
の
底
上

げ
、
底
支
え
実
現
を
め
ざ
し
た

２
０
１
４
春
季
生
活
闘
争
の
中

間
ま
と
め
、
５
万
人
連
合
徳
島

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
併

せ
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
構
築
に
向
け
た
政
策
・

制
度
実
現
を
柱
と
す
る
後
期
主

要
課
題
の
取
り
組
み
方
針
を
森

本
事
務
局
長
が
提
案
。

　

質
疑
で
は
①
大
谷
地
方
委
員

（
自
治
労
）「
地
方
財
政
充
実
・

強
化
」、②
米
里
地
方
委
員
（
自

治
労
）「
集
団
的
自
衛
権
行
使

に
反
対
す
る
取
り
組
み
」、③
行

本
地
方
委
員
（
県
教
組
）「
在

徳
会
事
件
の
裁
判
闘
争
と
支
援

要
請
」、④
尾
関
地
方
委
員
（
自

動
車
総
連
）「
大
規
模
自
然
災

害
発
生
に
対
す
る
連
合
徳
島
の

対
応
」
等
、
４
人
か
ら
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
、
執
行
部
は
出

さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
連
合
本

部
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
み
展
開
し
て
い
く

と
答
弁
し
た
。

（
自
治
労
）、小
林
雄
樹
さ
ん（
自

治
労
）、
以
上
現
職
５
人
を
推

薦
決
定
し
た
。
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「連合の森」親子サマーキャンプ「連合の森」親子サマーキャンプ

写真上・中：木工教室ではオリジナルの
　　　　　メッセージボードを作成
写真下：夕食・交流会はバーベキューを実施

親子サマーキャンプには連合徳島組合員とその家族など72人が参加

子どもたちと協力して植樹

連合徳島と労働局で意見交換

│
連
合
の
森
に
50
本
の
苗
木
も
植
樹
│

労
働
条
件
向
上
め
ざ
し

│ 

連
携
強
化
を
確
認
│

　

地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
め
ざ
す
連
合
徳
島
は
、７
月
26
日

〜
27
日
の
２
日
間
、美
馬
市
木
屋
平
の
中
尾
山
・
平
成
荘
で
、「
連
合
の
森
・

親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」を
開
き
、連
合
徳
島
組
合
員
と
そ
の
家
族
ら
72
人

（
大
人
44
人
・
子
ど
も
28
人
）が
参
加
。森
林
教
室
や
植
樹
な
ど
を
行
い
、参

加
者
全
員
で
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
習
・
行
動
を
展
開
し
た
。

第25期部落解放・人権講座開講

＜参加者募集中＞部落差別や人権問題について学習してみませんか。

＊第１講～第６講の会場は「徳島県職員会館２階」、第７講は「徳島市国府町芝原：むつみ会館」
□主　催：部落解放・人権講座実行委員会　　□参加費：２０，０００円
□問い合わせ：連合徳島内（松岡）連絡先：088－655－4105   □参加締め切り日：８月15日（金）

　

開
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

は
体
育
館
で
行
わ
れ
、
冒
頭
主

催
者
を
代
表
し
て
、
森
本
事
務

局
長
が
「
連
合
徳
島
は
１
９
９

３
年
に
連
合
の
森
を
那
賀
郡
木

沢
の
高
城
山
国
有
林
に
オ
ー
プ

ン
し
植
栽
木
の
順
調
な
生
育
と

自
然
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に

親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
て
き
た
。
２
０
０
５
年
か
ら

は
、
美
馬
市
木
屋
平
・
中
尾
山

に
場
所
を
変
更
し
毎
年
１
０
０

人
を
超
え
る
組
合
員
と
そ
の
家

族
ら
が
参
加
し
好
評
を
得
て
い

る
。
日
頃
の
多
忙
な
日
々
を
忘

れ
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
と
自
然
に

親
し
み
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

親
子
で
考
え
て
頂
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

初
日
は
昼
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
木
材
を
利
用
し
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
を
作
成
す
る
「
木

工
・
森
林
教
室
」
と
「
遊
歩
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
同
時
並
行

で
行
っ
た
。

　

「
木
工
教
室
」
は
子
ど
も
を

中
心
に
参
加
し
、
最
初
に
徳
島

森
林
管
理
署
の
職
員
か
ら
森
林

の
大
切
さ
と
役
割
、
地
球
温
暖

化
問
題
等
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド

な
ど
を
使
用
し
な
が
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
徳
島
県
産
の
木
材

や
木
の
実
、
ス
ギ
の
間
伐
材
な

ど
に
ど
ん
ぐ
り
や
木
の
枝
な
ど

を
ボ
ン
ド
で
装
着
し
、
自
分
の

名
前
や
思
い
思
い
の
絵
を
描
い

た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
親
子
で

熱
中
し
作
成
。
２
時
間
半
か
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
完
成
さ

せ
た
。

　

「
遊
歩
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

で
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い

山
道
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

３
時
間
掛
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
、
自
然
を
満
喫
し
な
が

ら
樹
木
の
鹿
被
害
に
つ
い
て
も

視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
鹿
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
防
護
ネ
ッ
ト

を
樹
木
に
装
着
し
た
。

　

夕
食
・
交
流
会
は
運
動
場
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
実
施
。
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
協
力
し

な
が
ら
炭
を
熾
し
、
昼
間
に
心

地
よ
い
汗
を
か
い
た
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
食
欲
も
旺

盛
で
肉
・
野
菜
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
・
お
に
ぎ
り
等
を
食
し
、
大

人
た
ち
も
交
流
を
深
め
た
。

　

２
日
目
は
、
美
馬
市
の
協
力

の
も
と
開
設
し
た「
連
合
の
森
」

へ
車
で
移
動
。
植
樹（
林
）の
仕

方
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
た
後
、
こ
れ
ま
で
植
樹（
林
）

し
て
き
た
木
の
成
長
を
確
認

し
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
修
繕
も
行

っ
た
。

　

そ
の
後
、森
林
労
連
、県
林
務

職
員
（
県
職
労
）の
指
導
の
も
　

連
合
徳
島
は
７
月
17
日
、
徳

島
労
働
局
と
労
働
問
題
連
絡
協

議
会
会
議
を
開
き
、
連
合
徳
島

か
ら
９
人
が
参
加
し
た
。

　

労
働
問
題
連
絡
協
議
会
と
は

年
１
回
、
連
合
徳
島
と
徳
島
労

働
局
で
両
団
体
の
取
り
組
み
内

容
の
確
認
や
労
働
関
係
主
要
施

策
の
す
り
合
わ
せ
等
を
行
い
、

意
見
交
換
を
行
う
も
の
。

  
冒
頭
、
河
村
会
長
は「
労
働
環

境
を
め
ぐ
る
情
勢
は
厳
し
い
。

お
互
い
立
場
は
違
う
が
、
連
携

し
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
状
況
を
作
っ
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

  

会
議
で
は
、
徳
島
労
働
局
か

ら
、
２
０
１
３
年
度
定
期
監
督

等
の
実
施
結
果
報
告
、
労
働
安

全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
概
要
な
ど
を
説
明
。連

合
徳
島
か
ら
は
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
の
堅
持
と
改
悪
に
対
す

る
対
応
、長
時
間
労
働「
ブ
ラ
ッ

と
、
家
族
・
グ
ル
ー
プ
毎
に
新

た
に
50
本
の
苗
木（
コ
ナ
ラ
）を

植
樹（
林
）す
る
と
と
も
に
、鹿

ク
企
業
」
の
拡
大
・
対
策
な
ど

連
合
の
重
点
政
策
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
連
合
徳
島

か
ら
徳
島
労
働
局
に
対
し
、
労

働
相
談
の
取
り
組
み
姿
勢
、
最

低
賃
金
、
育
児
休
業
等
に
関
わ

る
女
性
労
働
者
の
職
場
復
帰
等

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
今
後

も
連
合
徳
島
と
連
携
強
化
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

対
策
の
防
護
ネ
ッ
ト
も
取
り
付

け
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
名
札
を
埋
め
込
ん
だ
。

親
子
で
環
境
問
題
考
え
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